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鉈屋町界隈イベント情報

２月のイベントカレンダー

その他のイベント情報

２月の主催イベント

●もりおかお酒の学校Ⅰ～春 ・ まち ・ ワイン～

　日　　時 ： 【第１回】 ２月１４日 ( 土 )
　　　　　　 　【第２回】 ３月１４日 ( 土 )
　　　　　　　 【第３回】 ４月１８日 ( 土 )
　　　　　　　 ※いずれも１６ ： ００～１８ ： ００
　会　　場 ： 母屋１F ・ 喫茶 DOMA
　講　　師 ： 福井富士子さん
              　（ワインコーディネーター、 福井富士子ワイン塾主宰）

　受 講 料 ： 【３回連続】 １０,０００円 （初回に一括で徴収）

 　             【１回のみの参加】 ３,５００円　
　申込方法 ： 電話または FAX(①お名前 ( ふりがな )
　　　　　　　 ②連絡先電話番号を明記 ) で先着順
　　　　　　　 に受付。 定員になり次第締め切ります。
         　     ※定員２０名
　　 　　　　　受付電話 ： ０１９-６５４-２９１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付時間 ９ ： ００～１８ ： ００）

　共　　催 ： 福井富士子ワイン塾

（詳しくは表紙をご覧下さい。）

よしもとクリエイティブエージェンシー
「したまち小劇場祭 2015
　　～一人芝居シリーズ～」

●松本哲也アコースティックワンマンライブ
　「キミトボクヲツナグノハ」 盛岡編 vol.2
日　 時 ： 2 月 15 日 ( 日 )　開場 18:00 ／開演 18:30
場　 所 ： 浜藤ホール
入場料 ： 【前売】 3,000 円
　　　　    ※公式 HP でのメール予約のみの取り扱い
　　　　　     ⇒http://ameblo.jp/tetsuya-matsumoto/
　　　　     【当日】 3,500 円
　　　　     【中学生以下】 2,000 円 （未就学児無料）

【公演日時】
　２/２２（日）・開場１２：３０
　　　　　　　    ・開演１３：００
【会場】
　いわてアートサポートセンター風のスタジオ

いわてアートサポートセンターにて絶賛発売中！

　

～もりおか町家物語館企画事業～

●「したまち小劇場祭２０１５～一人芝居シリーズ～」
　期間 ： ２月２５日 （水） ～３月８日 （木）
　場所 ： 浜藤ホール
　　　　　　　　　　　　　　　※詳しくは表面をご覧下さい。

【チケット】
　前売券　２,５００円
　当日券　３,０００円

●「町家で投扇興遊び」

日　時：2月14日（土）13:00～15:00

場　所：大慈清水御休み処

会　費：無料

● ２/１ （日）

不来方高校演劇部独立公演
「白い黒猫と消えた眼鏡の所在」 齊藤瑞樹 ・ 作 （部員創作）

「真夜中の紅茶」 松岡美幸 ・ 作

【日時】
＊２/１ （日）
　 開場１３ ： ００　開演１３ ： ３０

「月亭方正独演会 全国武者修行」

【入場料】
＊無料

● ２/２２ （日）

「月亭方正独演会」

●町家の雪あかり２０１５
　期　間 ： ２月１２日 ( 木 ) ～２月１４日 ( 土 )
　　　　　　　　　　　　　　　　 １７ ： ００～２０ ： ００
　　≪関連企画≫
　◎「雪あかり」 を作ろう！
　日　時 ： ２月７日 （土） １３ ： ００～１５ ： ００
　講　師 ： 　館長　長内　努 （彫刻家）
　※詳細は内面をご覧下さい

  「したまち小劇場祭」 は、もりおか町家物語館をはじめ、 鉈屋町界隈の

歴史と風情あるまち並みを活かし、より近い距離感で演劇を味わっていた

だくため、 毎年開催を予定します。 今年度は、もりおか町家物語館の浜藤

ホールを舞台に盛岡と東京の役者が一堂に会し、 それぞれの 「一人芝居」

を演じます。

期　間：平成 27 年 2月 25 日（水）～ 3月 8日（木）
場　所：浜藤ホール
入場料：【前売り】4公演通し券　………一般　4,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　65歳以上シニア・学生　3,800 円
　　　　　　　　 1 回券（日にち指定）…一般　1,500 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　65歳以上シニア・学生　1,300 円
　　　　　≪一回券はもりおか町家物語館にて電話・HP予約受付中！≫
　　　　【当日券】1回当日券　…………一般・シニア・学生共通　1,800 円

≪其の壱≫　伊勢二朗（劇団「赤い風」）
「おつむてんてん」（作・演出：藤原正教）
日時：2月 25 日（水）、26 日（木）各回開演 19:00（18:30 開場）
≪其の弐≫　坂元貞美（元「状況劇場」）
「白鳥の歌」（作：A．チェーホフ）、落語「悋気の独楽」
日時：2月 28 日（土）、3月 1日（日）各回開演 14:00（13:30 開場）
≪其の参≫　畠山泉（元「わらび座」）
「新宿お七～ロンググッドバイ～」（作 :寺山修司  構成 :坂田裕一  演出:おきあんご）
日時：3月 4日（水）5日（木）各回開演 19:00（18:30 開場）
≪其の四≫　桐谷夏子（劇団「黒テント」）
「台所のメディア」（作：山元清多）
日時：3月 7日（土）8日（日）各回開演 14:00（13:30 開場）

全国武者修行ｉｎ岩手

※税込／全席自由
※未就学児童入場不可

● ２/１３ （金） ～２/１５ （日）

平成２６年度劇団もりのべる卒業公演

「悪党たちに火をつけろ」 作 ・ 演出　男澤周

【チケット】
前売券　　　８００円
当日券　　１,０００円　※風のスタジオにて発売中

【日時】
＊２/１３ （金）
　 開場１８ ： ３０　開演１９ ： ００
＊２/１４ （土）
　 開場１３ ： ３０　開演１４ ： ００
　 開場１８ ： ３０　開演１９ ： ００
＊２/１５ （日）
 　開場１４ ： ３０　開演１５ ： ００

【特別企画】
１４日 （土） に男女ペアでご来場の方のみ
当日料金をおふたりで１,６００円に割引！



理事長コラム No.3

「一人芝居シリーズの役者たち」 施設案内

町家の雪あかり 2015

「いわて文化支援フォーラム」
事 業 報 告

開催日：平成 27年 1月 17日 ( 土 )13:00 ～ 16:00

会場　：もりおか町家物語館、浜藤ホール

第１部　映画「物置のピアノ」上映会（2014年 /日本 /115 分）

第２部　対談「震災後の文化活動について～音楽のたねをまこう」

　今年も開催されます「もりおか雪あかり 2015」。
先月号でもお伝えしましたが、今年からもりおか町
家物語館もサブ会場に加わりました！当館でも雪あ
かりや雪像を作って皆様をお待ちしております。
　また、館長による雪あかり作りのワークショップ
も予定しています。是非、今年の雪あかりは鉈屋町
までお越し下さいませ。

≪もりおか雪あかり 2015≫
期　間：2月 12 日（木）～ 2月 14 日（土）
　　　　　　　　　　　　　17:00 ～ 20:00
≪関連企画≫
◎「雪あかり」を作ろう！
日　時：2月 7日（土）13:00 ～ 15:00
講　師：館長　長内　努（彫刻家）
参加ご希望の方は、13:00 にもりおか町
家物語館・風の広場にお集まり下さい。
（※事前申し込み不要です）

特定非営利活動法人
いわてアートサポートセンター

【もりおか町家物語館】
〒020-0827　盛岡市鉈屋町 10 番 8号
TEL  (019)654-2911   　FAX  (019)654-2913 
E-mail  machiya@iwate-arts.jp
URL  http://machiya.iwate-arts.jp 

〒020-0878　盛岡市肴町 4-20 永卯ビル 3階
TEL  (019)604-9020      FAX  (019)604-9021
E-mail  kaze@iwate-arts.jp
URL  http://www.ictnet.ne.jp/~arts/

発行者

【事務局／風のスタジオ】

【場所】 盛岡市鉈屋町 10－8

【開館時間】 9 ： 00 ～ 19 ： 00 （入館は 18 ： 30 まで）

　※浜藤ホール利用時のみ 21 ： 30 まで

【休館日】 毎月第 4 火曜 （休日の場合はその翌日）

　年末年始 ： 12/29 ～ 1/3

【入館料】 無料

　※一部企画展は有料の場合があります。

～お知らせ～

< 町家のプレイガイドがスタートしました！＞

母屋案内所に、 プレイガイドを設置しました。

【販売を希望される皆様へ･･･】

販売手数料 5％ （消費税込み） で、 イベントチケットを

お預かりします。 直接窓口にお越しください。

特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター
理　事　長　　　坂　田　　裕　一

≪特別営業のお知らせ≫

◎ 2/12（木）～ 2/14（土）（雪あかり期間中）
　 17:00 ～ 20:00
　 下屋にて屋台営業いたします　※メニュー未定

◎ 2/25（水）、2/26（木）、3/4（水）、3/5（木）
　 18:30 まで営業いたします

ただいま、大正蔵 2F「時空の展示室」は、企画展「大岩手川展 ( 仮題 )」の準備のためクローズ中です。
企画展の詳細は次号にてお知らせ致します。乞うご期待！

　一人芝居は、とことん役者を追い詰める孤独で逃げ
場のない世界です。だからこそ、観客も、ひとりの演
じ者と向き合うことができます。その孤独な役者たち
を紹介します。
　伊勢二朗は、演技づくりでは盛岡のどの俳優よりも
ストイックです。それでいて他の人が追随できない軽
妙な演技が飛び出るのですから、そこにはシビアな演
技づくりがあるのですね。「おつむてんてん」は十数年
ぶりの再演です。長い熟成の時を経て、新しい「おつ
むてんてん」を見せてくれるでしょう。
　坂元貞美は、大学の演劇研究会の私の後輩です。演
劇研究会で、唐十郎さんの「ガラスの少尉」を上演し
ました。唐さんは上演を快諾し本番もご覧になりまし
た。終演後、唐さんはご機嫌で「面白かった」と言っ
てくれました。「ガラスの少尉」の主演が坂元貞美でし
た。彼は無試験で状況劇場に入団し、中堅俳優、とき
には主演を張って状況劇場を牽引します。一人芝居は
「チェーホフ」と「上方落語」。どんな演技を見せてく
れるか楽しみです。
　畠山泉は、岩手の若手俳優の逸材のひとりです。秋
田のわらび座の出身で、歌舞が大好きですが、今回は
寺山修司作品に挑みます。「浪曲劇・新宿お七」と「長
編詩・ロンググッドバイ」を合体し、私が構成し、お
きあんごが演出します。いつもはおきあんごが構成し、
私が演出するというスタイルが多いのですが、今回は
逆です。
　若い頃、黒テントの桐谷夏子さんは私より数歳年上
のお姉さんだと思っていました。あるとき同じ歳であ
ることがわかりました。少女時代からスターだったの
でまぶしく見えたのですね。今回の「台所のメディア」
は盛岡とも大変関係の深い山元清多さん ( 故人 ) の作品
です。
　これだけの一人芝居を同時期に同じ場所で見ること
ができるのは、岩手の演劇史上初めてのことです。ご
期待ください。

　阪神大震災から 20 年。改めて震災・復興を問い直す TVや新聞の報道を目にしながら、いわて文化支援
ネットワークでは、これからの文化活動について考えるフォーラムを開催しました。会場となったもりお
か町家物語館、浜藤ホールでは約 80 人の観客が、映画「物置のピアノ」を鑑賞しました。
　この映画は、東日本大震災後の福島桑折町の小さな桃農家を舞台に、原発事故や風評被害に揺れ動く家
族や姉妹の心の葛藤と、17 歳の少女の心の成長を描いた作品です。映画製作半ばにして起きた震災。変わ
り果てた風景を目の前にして方向性を見失ったスタッフ。町の住民からは映画に協力することで皆が元気
になる。笑顔を取り戻すために一緒に映画を作ろうと励まされたそうです。そうした住民の方々の想いが、
エキストラとして参加した住民も一緒になって「ふるさと」を歌うワンシーンにこめられているように思
います。

　第二部では、本作品が初監督となった似内千晶さんと、いわてフィルハーモニー代表の寺崎巌さんが、
映画、そして音楽、被災地の文化活動の現状と今後について対談しました (聞き手、共同通信社、飯田裕美
子さん )。宮古市出身の寺崎さんは自らの被災体験を語られ、現在いわてフィルのメンバーと共に大槌町の
小学校に通い、子どもたちに音楽演奏指導を続けている活動を紹介されました。最後に、音楽の種を蒔く
こと、蒔き続けることで、子どもたちと一緒に成長していきたいとの言葉に、会場からは大きな拍手がおこ
りました。


